
地
域

お
知
ら
せ

の

○
精
勤
章
 

四
二
一
名

○
夫
婦
団
員
の
賞
 

五
組

兵
庫
県
消
防
協
会
会
長
感
謝

○
家
族
の
賞
（
三
〇
年
以
上
）

 

九
二
名

○
家
族
の
賞
（
四
〇
年
以
上
）

 

一
八
名

○
家
族
の
賞
（
五
〇
年
以
上
）

　
 

　
二
名

○
永
年
勤
続
賞
　
 

　
二
名

令
和
元
年
一
一
月
三
日
（
日
）

県
立
丹
波
の
森
公
苑
に
お
い
て
、

ひ
ょ
う
ご
消
防
の
つ
ど
い
二
〇
一

九
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
兵
庫
県
下
の

消
防
本
部
・
消
防
団
の
幹
部
等
が

共
に
集
い
、
永
年
に
わ
た
り
消
防

業
務
に
従
事
し
て
き
た
消
防
職

員
・
消
防
団
員
の
功
績
を
讃
え
た

表
彰
を
行
う
と
と
も
に
、
幹
部
の

研
修
を
行
い
、
士
気
の
高
揚
と
知

識
・
技
術
の
研
鑽
を
深
め
る
こ
と

を
通
じ
て
消
防
人
の
強
固
な
団
結

と
消
防
機
関
の
連
携
体
制
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

本
年
度
の
第
一
部
は
、
大
阪
市

立
大
学
大
学
院
教
授
の
永
田
潤
子

氏
を
講
師
に
迎
え
て
「
海
で
学
ん

だ
日
々
の
習
慣
〜
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
・
人
間
力
〜
」
と
題
し
、
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
リ
ー

ダ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
、

良
い
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
知
事
表
彰
及
び

県
協
会
長
表
彰
の
授
与
を
行
い
ま

し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
表
彰
の
栄
に

輝
い
た
団
体
・
個
人
は
次
の
と
お

り
で
す
。
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
農
村
歌
舞
伎
舞
台
】

八
四
〇
年
頃
に
復
興
さ
れ
た
と

さ
れ
る
下
谷
上
地
区
の
天
彦
根
神

社
境
内
に
あ
る
、
国
指
定
民
族
文

化
財
の
農
村
歌
舞
伎
舞
台
は
、
回

り
舞
台
や
せ
り
上
げ
吊
り
舞
台
、

花
道
の
ど
ん
で
ん
返
し
な
ど
様
々

な
機
構
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

上
谷
上
地
区
の
天
満
神
社
境
内
に

も
農
村
歌
舞
伎
舞
台
が
あ
り
、
四

つ
の
床
几
を
田
の
字
に
合
わ
せ
、

表
裏
に
飾
っ
た
背
景
を
回
転
さ
せ

て
回
り
舞
台
と
す
る
「
床
几
回

し
」
と
い
う
珍
し
い
舞
台
が
あ
り

ま
す
。

他
の
地
区
に
も
二
箇
所
の
舞
台

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
四
年
に
一
回

程
度
順
に
上
演
さ
れ
ま
す
が
、
珍

し
い
こ
と
と
見
応
え
も
あ
る
こ
と

か
ら
人
気
が
高
く
、
遠
方
か
ら
沢

山
の
方
が
お
越
し
に
な
ら
れ
ま
す
。

舞
台
の
上
演
時
に
は
、
準
備
も

含
め
消
防
団
員
や
地
元
の
住
民
が

協
力
し
、
舞
台
を
回
す
な
ど
裏
方

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
の
は
ほ
ん
の

一
部
で
す
が
、
山
田
町
に
は
ま
だ

ま
だ
沢
山
の
伝
統
神
事
や
芸
能
、

文
化
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
で
暮
ら
す
者
と
し
て

各
種
伝
統
行
事
に
参
加
し
、
自
然

に
地
域
と
共
に
生
き
て
い
る
こ
と

に
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

神
戸
に
お
越
し
の
際
は
、
北
区

山
田
町
に
も
是
非
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

神
戸
市
北
区
山
田
町
は
、
六
甲

山
系
と
丹
生
山
系
に
挟
ま
れ
た
谷

筋
に
開
け
た
地
域
で
、
そ
の
昔
、

山
陽
道
の
裏
街
道
と
し
て
利
用
さ

れ
た
た
め
、
都
の
文
化
が
早
く
か

ら
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
や
地
下
鉄
、
高
速
道
路
の

整
備
、
ま
た
、
昭
和
四
十
年
代
か

ら
進
む
宅
地
開
発
に
よ
り
、
古
い

町
と
新
し
い
町
が
融
合
す
る
地
域

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
も
盛

ん
で
、
酒
米
の
「
山
田
錦
」
や
切

り
花
用
の
「
菊
」
は
全
国
的
に
も

有
名
で
す
。

【
六
條
八
幡
宮
の
神
幸
祭
】

毎
年
九
月
の
第
三
日
曜
に
山
田

町
の
総
鎮
守
社
「
六
條
八
幡
宮
」

に
お
い
て
、
地
域
の
災
い
を
祓
い
、

五
穀
豊
穣
と
地
域
の
安
寧
を
願
っ

て
山
田
町
十
三
地

区
が
持
ち
回
り
で

神
輿
を
担
ぐ
「
神

幸
祭
」
が
斎
行
さ

れ
、
山
田
地
区
の

消
防
団
員
を
中
心

と
し
た
若
者
約
六

〇
名
が
華
麗
に
神

輿
を
担
ぎ
ま
す
。

こ
の
六
條
八
幡

宮
に
は
三
重
塔
が

あ
り
ま
す
が
、
国

の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、

室
町
期
の
優
雅
な

姿
を
現
在
に
伝
え

て
い
ま
す
。

淡
路
市
は
、
淡
路
島
北
部
に
位

置
し
、
人
口
は
約
四
四
，
〇
〇
〇

人
で
す
。
本
市
は
、
二
〇
〇
五
年

四
月
に
岩
屋
・
東
浦
・
津
名
・
北

淡
・
一
宮
の
五
地
区
よ
り
合
併
し

誕
生
し
ま
し
た
。
五
地
区
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
り
、
そ
の
内

容
を
み
な
さ
ま
へ
発
信
い
た
し
ま

す
。

●
市
の
玄
関
口
で
あ
る
ま
ち
│
│

岩
屋
地
区

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
の
が

岩
屋
地
区
。
勝
海
舟
が
築
港
し
た

「
徳
島
藩
松
帆
台
場
跡
」
が
発
掘

さ
れ
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と

は
、
今
も
変
わ
り
な
く
、
大
阪
湾

海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
や
江
崎
灯
台

が
海
上
交
通
の
安
全
を
守
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
淡
路
S
A
は
「
ハ
イ

ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
」
と
呼
ば
れ
、

行
き
交
う
人
々
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
淡
路
島
の
代
表

的
な
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
、

観
覧
車
が
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
六
條
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
神
事
】

毎
年
十
月
の
第
二
日
曜
日
に
は
、

武
神
を
祀
る
と
さ
れ
て
い
る
六
條

八
幡
宮
な
ら
で
は
の
流
鏑
馬
神
事

が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
も
神
幸
祭
と
同
様
、
地
域

の
安
寧
や
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
、

地
域
内
に
あ
る
大
歳
神
社
、
七
社

神
社
及
び
六
條
八
幡
宮
に
て
例
祭

を
行
っ
た
後
、
七
社
神
社
及
び
六

條
八
幡
宮
に
て
流
鏑
馬
神
事
を
行

い
ま
す
。

特
に
六
條
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
神

事
は
圧
巻
で
、
馬
を
駆
け
さ
せ
弓

を
引
き
、
矢
で
的
を
射
抜
く
と
、

的
の
杉
板
が
飛
び
散
り
ま
す
。
見

物
客
か
ら
は
拍
手
と
歓
声
が
上
が

り
ま
す
。

こ
の
流
鏑
馬
神
事
は
、
平
成
九

年
に
神
戸
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

淡路島の近代景勝地「淡路SA」からの夜景

色・形・香り多彩なお香

神
戸
市
北
区
山
田
町
の
伝
統
文
化

い
つ
か
き
っ
と
帰
り
た
く
な
る
ま
ち

淡
路
市

神
戸
市
北
区

編
集
後
記

●
交
通
ア
ク
セ
ス
の
便
利
が
い
い

ま
ち
│
│
東
浦
地
区

花
の
生
産
が
盛
ん
な
地
区
で
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
生
産
は
県
下

一
で
す
。

ま
た
、
京
阪
神
か
ら
の
公
共
交

通
機
関
で
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、

東
浦
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
の
国

道
二
八
号
付
近
は
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

飲
食
店
・
病
院
な
ど
が
立
ち
並
び
、

生
活
を
す
る
の
に
便
利
な
ま
ち
で

す
。

●
伝
統
文
化
を
今
も
な
お
継
承
す

る
ま
ち
│
│
津
名
地
区

淡
路
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る

津
名
地
区
は
、
古
く
か
ら
大
阪
と

の
通
船
や
文
化
交
流
が
盛
ん
な
地

域
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
全
国
的

に
有
名
な
茶
道
・
裏
千
家
の
十
二

代
目
が
拠
点
を
置
い
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
人
々
の
生
活
に
は
、
今
も

な
お
、
茶
道
が
深
く
根
付
い
て
お

り
、
新
年
に
は
初
釡
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
文
化
的
な
暮
ら
し
を
今
に

継
承
す
る
地
区
で
す
。

●
歴
史
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
ま

ち
│
│
北
淡
地
区

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
地
表
に

表
れ
た
野
島
断
層
（
国
の
天
然
記

念
物
）
を
展
示
す
る
北
淡
震
災
記

念
公
園
が
あ
り
、
日
本
最
大
級
と

い
わ
れ
る
鉄
器
工
房
跡
「
五
斗
長

垣
内
遺
跡
」
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

歴
史
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
地
区

で
、
桓
武
天
皇
と
早
良
新
王
の
崇

り
を
鎮
め
る
た
め
建
立
し
た
常
隆

寺
や
巨
石
信
仰
と
関
わ
り
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
女
人
禁
制
の
石
上

神
社
が
鎮
座
し
ま
す
。

●
地
場
産
業
の
盛
ん
な
ま
ち
│
│

一
宮
地
区

日
本
の
国
は
こ
こ
か
ら
は
じ

ま
っ
た
…
国
生
み
の
神
話
発
祥
、

淡
路
一
宮
の
地
で
す
。
伊
勢
神
宮

天
照
大
神
を
お
生
み
に
な
ら
れ
た

伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
二
柱
の
神
様

を
お
祀
り
し
て
い
る
日
本
最
古
の

社
「
伊
弉
諾
神
宮
」
が
鎮
座
し
ま

す
。ま

た
、
地
場
産
業
で
は
、
線
香

産
業
が
盛
ん
な
地
区
で
、
国
内
生

産
量
の
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
生

産
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の

見
ど
こ
ろ
が
あ
る
淡
路
市
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

朝
夕
冷
え
込
む
よ
う
に

な
り
、
冬
は
も
う
目
の
前

で
す
が
、
皆
様
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
月
号
で
は
一
面
に
、

ひ
ょ
う
ご
消
防
の
つ
ど
い

二
〇
一
九
の
記
事
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
当
日
は

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
充
実
し
た
式
典
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
に

あ
た
っ
て
は
丹
波
地
区
の

皆
様
を
は
じ
め
、
た
く
さ

ん
の
方
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
二
面
に
は
、
全
国

女
性
消
防
団
員
活
性
化
青

森
大
会
の
記
事
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
空

気
が
乾
燥
し
、
ま
た
、
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、
火
災

が
非
常
に
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
、
火
の
取
扱
い

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

農村歌舞伎

流鏑馬神事

○
消
防
協
力
者
賞

　
尼
崎
市
 

水
田
　
信
繁

兵
庫
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

○
表
彰
旗

　
た
つ
の
市
消
防
団

○
優
良
竿
頭
綬

　
神
戸
市
西
消
防
団

　
姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　
朝
来
市
消
防
団

○
功
績
章
 

一
三
二
名

○
精
績
章
 

二
一
三
名

○
勤
続
章
 

五
六
九
名

○
随
時
表
彰

　
個
人

　
　
尼
崎
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　
　
連
絡
協
議
会

　
　
副
会
長
　
 
杉
山
　
豊
子

　
団
体
 

宝
塚
大
劇
場

知
事
感
謝
状

○
永
年
勤
続
功
労
者
賞
 
五
名

○
家
族
の
賞

　
消
防
吏
員
 

一
〇
三
名

　
消
防
団
員
 

四
五
一
名

○
親
子
二
代
の
賞
 

四
六
組

兵
庫
県
知
事
表
彰

○
表
彰
旗

　
神
戸
市
須
磨
消
防
団

○
竿
頭
綬

　
芦
屋
市
消
防
団

　
豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

　
加
古
川
市
消
防
本
部

○
功
労
章

　
消
防
吏
員
 

八
六
名

　
消
防
団
員
 

四
六
名

○
永
年
勤
続
功
労
章

　
消
防
吏
員
 

一
一
四
名

　
消
防
団
員
 

二
八
三
名

長岡兵庫県下消防長会会長　祝辞

長岡兵庫県議会議長　祝辞

大西秀師氏　代表謝辞

金澤兵庫県副知事　式辞

谷口丹波市長　あいさつ

岸谷会長　あいさつ

永田潤子氏　講演 市の花　カーネーション

ひょうご消防のつどい2019

ひ
ょ
う
ご
消
防
の
つ
ど
い

二
〇
一
九
の
開
催

ひ
ょ
う
ご
消
防
の
つ
ど
い

二
〇
一
九
の
開
催

消
防
団・消
防
本
部
の
幹
部
等
約
六
〇
〇
名
が
丹
波
市
に
集
合
！

　

や
ぶ
さ
め

し
ょ
う
ぎ

い
ざ
な
ぎ

い
ざ
な
み

ご
っ
さ

か
い
と
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第84期初任教育生スローガン『初志貫徹　負けるな　努力しろ　市民のために』

ポンプ操法

岸谷会長　激励のことば 観閲

分列行進

九
月
二
一
日
（
土
）
、
兵
庫
県

消
防
学
校
に
て
第
八
四
期
初
任
教

育
査
閲
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
月
に
県
内
各
消
防
本
部
か
ら

入
校
し
、
消
防
職
員
と
し
て
必
要

な
基
礎
知
識
、
技
術
の
習
得
な
ど
、

即
戦
力
と
し
て
消
防
活
動
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
半
年
間
の
厳
し
い

訓
練
を
経
て
、
一
五
二
名
が
こ
の

査
閲
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
入
校
式
の
時
よ
り
も

で
逞
し
く
精
悍
な
姿
で
、
訓
練
の

成
果
を
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
所
属

消
防
本
部
の
幹
部
の
方
々
へ
披
露

し
ま
し
た
。

分
列
行
進
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
班
に
分
か
れ
て
、
消
防
活

動
基
本
訓
練
、
機
器
取
扱
訓
練
や

救
助
訓
練
、
火
災
対
応
訓
練
な
ど
、

学
ん
だ
技
術
を
余
す
と
こ
ろ
無
く

発
揮
し
ま
し
た
。

第
八
四
期
初
任
教
育
生
の
皆
さ

ん
は
、
入
校
当
初
よ
り
、
ど
ん
な

困
難
な
場
面
に
直
面
し
て
も
、
強

い
心
を
持
ち
、
決
し
て
諦
め
る
こ

と
な
く
市
民
を
必
ず
守
る
と
い
う

決
意
を
込
め
「
初
志
貫
徹　

負
け

る
な　

努
力
し
ろ　

市
民
の
た
め

に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
胸

に
、
半
年
間
の
辛
く
厳
し
い
日
々

の
中
で
体
力
の
限
界
を
感
じ
、
く

じ
け
そ
う
に
な
っ
た
時
も
、
仲
間

の
た
め
、
目
の
前
の
市
民
を
助
け

る
た
め
、
諦
め
る
こ
と
な
く
努
力

し
続
け
、
声
を
出
し
続
け
な
が
ら

一
五
二
名
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て

数
々
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
。
現
場
の
第
一
線
に

立
つ
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
心
に
刻
み
つ
け
、
市
民
の

安
全
安
心
の
た
め
活
動
に
邁
進
す

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

第
八
四
期
初
任
教
育
生
の
皆
さ

ん
は
、
九
月
二
六
日
（
木
）
に
卒

業
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
所
属
で
、
現
場
活
動
に
従
事
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

藤
森
消
防
学
校
長
か
ら
の
式
辞

の
中
に
、
「
皆
さ
ん
は
大
き
く
成

長
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
何
事
か
ら
も
逃
げ
ず
、
自

分
に
言
い
訳
を
せ
ず
、
素
直
に

真
っ
直
ぐ
に
、
恥
を
か
く
こ
と
を

恐
れ
ず
に
、
何
事
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
ど
ん
な
環

境
に
お
か
れ
て
も
、
懸
命
に
、
必

死
に
踏
ん
張
っ
て
欲
し
い
。
」
と

の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

半
年
間
の
厳
し
い
訓
練
を
耐
え
抜

き
大
き
く
成
長
さ
れ
た
教
育
生
の

皆
さ
ん
が
、
消
防
士
と
し
て
更
な

る
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
日
々
自

己
研
鑽
に
励
み
、
兵
庫
の
安
全
と

安
心
を
守
り
続
け
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
関
連
写
真
）

第
三
八
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰

霊
祭
が
、
令
和
元
年
九
月
一
二
日
、

日
本
消
防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
慰
霊
祭
に
お
い
て
合
祀
さ
れ

て
い
る
御
霊
は
、
生
前
に
郷
土
愛

護
の
精
神
に
燃
え
、
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
身
を
挺
し
消
防
・
救
急
活

動
を
行
い
不
幸
に
も
殉
職
さ
れ
た

全
国
の
消
防
団
員
・
職
員
及
び
一

般
協
力
者
の
方
々
で
す
。

祭
壇
に
は
、
今
回
あ
ら
た
に
五

柱
の
御
霊
が
合
祀
さ
れ
、
あ
わ
せ

て
五
，
七
六
二
柱
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

式
典
に
は
当
県
か
ら
、
岸
谷
会

長
を
は
じ
め
ご
遺
族
二
名
が
参
列

し
、
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
秋
本
日

団
・
明
石
市
消
防
団
・
豊
岡
市
豊

岡
消
防
団
・
丹
波
篠
山
市
消
防

団
・
南
あ
わ
じ
市
消
防
団
・
播
磨

町
消
防
団
・
兵
庫
県
消
防
協
会

　
次
回
の
開
催
地
は
徳
島
県
徳
島

市
「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」
で
、

令
和
二
年
一
一
月
一
九
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
比
較
的
近
隣

で
の
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
兵

庫
県
か
ら
た
く
さ
ん
の
女
性
消
防

団
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

大
会
後
は
、
ホ
テ
ル
青
森
に
て

情
報
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国

の
女
性
消
防
団
員
が
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
度
の
大
会
は
、
遠
方
に
も

関
わ
ら
ず
兵
庫
県
か
ら
岸
谷
会
長

以
下
総
勢
五
三
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
神
戸
市
の
消
防
団
の

皆
さ
ん
が
会
場
外
の
Ｐ
Ｒ
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
て
活
動
内
容
の
展
示

を
さ
れ
、
全
国
の
女
性
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
が
足
を
止
め
て
熱
心
に

閲
覧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
大
会
で
得
ら
れ

た
多
く
の
学
び
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
団

活
動
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
兵
庫
県
の

地
域
防
災
力
強
化
に

ご
助
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

兵
庫
県
か
ら
の
参

加
団
体
は
次
の
と
お

り
で
す
。

神
戸
市
東
灘
消
防

団
・
神
戸
市
灘
消
防

団
・
神
戸
市
北
消
防

団
・
神
戸
市
長
田
消

防
団
・
神
戸
市
垂
水

消
防
団
・
神
戸
市
中

央
消
防
団
・
姫
路
市

姫
路
東
消
防
団
・
姫

路
市
姫
路
西
消
防

団
・
姫
路
市
飾
磨
消

防
団
・
尼
崎
市
消
防

の
防
火
防
災
啓
発

劇
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
青
森
山
田
高

校
サ
ッ
カ
ー
部
監

督
の
黒
田
剛
氏
に

よ
り
「
自
ら
変
わ

ろ
う
と
す
る
強
い

思
い
が
、
人
生
を

変
え
る
！
勝
ち
続

け
る
組
織
を
作

る
！
」
と
題
し
て

記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
続
い
て
、

「
女
性
パ
ワ
ー
と

地
域
防
災
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
大
会
宣

言
と
次
回
開
催
地
で
あ
る
徳
島
県

へ
大
会
旗
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
、

閉
会
宣
言
の
後
に
、
大
会
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

第
二
五
回
全
国
女
性
消
防
団
員

活
性
化
青
森
大
会
が
、
令
和
元
年

九
月
一
九
日
（
木
）
に
マ
エ
ダ
ア

リ
ー
ナ
（
青
森
市
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

青
森
山
田
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
で
幕

を
開
け
た
本
大
会
は
、
大
会
旗
入

場
、
開
会
宣
言
、
国
歌
斉
唱
、
主

催
者
挨
拶
、
開
催
地
市
長
挨
拶
、

来
賓
祝
辞
と
進
行
し
、
続
い
て
先

進
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
四
団

体
の
活
動
事
例
発
表
と
、
三
団
体

突撃取材

（
公
財
）兵
庫
県
消
防
協
会
事
務
局

第
二
五
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
森
大
会
開
催
！

開会の様子

会場入口看板

会場舞台

100円ショップで揃う防災グッズ
【会場外にて展示】

PR展示【神戸市消防団】

本
消
防
協
会
長
の
式
辞
、
安
倍
内

閣
総
理
大
臣
、
高
市
総
務
大
臣
か

ら
の
追
悼
の
こ
と
ば
に
続
き
、
遺

族
代
表
に
よ
る
追
悼
の
こ
と
ば
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
参
列
者
が
故
人
の
冥

福
を
祈
り
献
花
を
行
い
、
江
戸
消

防
記
念
会
か
ら
鎮
魂
の
歌
（
木
遣

り
）
が
披
露
さ
れ
、
式
典
は
厳
か

に
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

第38回全国消防殉職者慰霊祭
（公財）兵庫県消防協会事務局

（公財）兵庫県消防協会事務局

第84期 初任教育 査閲
半年間の訓練成果を披露！
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第84期初任教育生スローガン『初志貫徹　負けるな　努力しろ　市民のために』

ポンプ操法

岸谷会長　激励のことば 観閲

分列行進

九
月
二
一
日
（
土
）
、
兵
庫
県

消
防
学
校
に
て
第
八
四
期
初
任
教

育
査
閲
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
月
に
県
内
各
消
防
本
部
か
ら

入
校
し
、
消
防
職
員
と
し
て
必
要

な
基
礎
知
識
、
技
術
の
習
得
な
ど
、

即
戦
力
と
し
て
消
防
活
動
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
半
年
間
の
厳
し
い

訓
練
を
経
て
、
一
五
二
名
が
こ
の

査
閲
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
入
校
式
の
時
よ
り
も

で
逞
し
く
精
悍
な
姿
で
、
訓
練
の

成
果
を
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
所
属

消
防
本
部
の
幹
部
の
方
々
へ
披
露

し
ま
し
た
。

分
列
行
進
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
班
に
分
か
れ
て
、
消
防
活

動
基
本
訓
練
、
機
器
取
扱
訓
練
や

救
助
訓
練
、
火
災
対
応
訓
練
な
ど
、

学
ん
だ
技
術
を
余
す
と
こ
ろ
無
く

発
揮
し
ま
し
た
。

第
八
四
期
初
任
教
育
生
の
皆
さ

ん
は
、
入
校
当
初
よ
り
、
ど
ん
な

困
難
な
場
面
に
直
面
し
て
も
、
強

い
心
を
持
ち
、
決
し
て
諦
め
る
こ

と
な
く
市
民
を
必
ず
守
る
と
い
う

決
意
を
込
め
「
初
志
貫
徹　

負
け

る
な　

努
力
し
ろ　

市
民
の
た
め

に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
胸

に
、
半
年
間
の
辛
く
厳
し
い
日
々

の
中
で
体
力
の
限
界
を
感
じ
、
く

じ
け
そ
う
に
な
っ
た
時
も
、
仲
間

の
た
め
、
目
の
前
の
市
民
を
助
け

る
た
め
、
諦
め
る
こ
と
な
く
努
力

し
続
け
、
声
を
出
し
続
け
な
が
ら

一
五
二
名
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て

数
々
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
。
現
場
の
第
一
線
に

立
つ
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
心
に
刻
み
つ
け
、
市
民
の

安
全
安
心
の
た
め
活
動
に
邁
進
す

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

第
八
四
期
初
任
教
育
生
の
皆
さ

ん
は
、
九
月
二
六
日
（
木
）
に
卒

業
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
所
属
で
、
現
場
活
動
に
従
事
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

藤
森
消
防
学
校
長
か
ら
の
式
辞

の
中
に
、
「
皆
さ
ん
は
大
き
く
成

長
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
何
事
か
ら
も
逃
げ
ず
、
自

分
に
言
い
訳
を
せ
ず
、
素
直
に

真
っ
直
ぐ
に
、
恥
を
か
く
こ
と
を

恐
れ
ず
に
、
何
事
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
ど
ん
な
環

境
に
お
か
れ
て
も
、
懸
命
に
、
必

死
に
踏
ん
張
っ
て
欲
し
い
。
」
と

の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

半
年
間
の
厳
し
い
訓
練
を
耐
え
抜

き
大
き
く
成
長
さ
れ
た
教
育
生
の

皆
さ
ん
が
、
消
防
士
と
し
て
更
な

る
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
日
々
自

己
研
鑽
に
励
み
、
兵
庫
の
安
全
と

安
心
を
守
り
続
け
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
関
連
写
真
）

第
三
八
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰

霊
祭
が
、
令
和
元
年
九
月
一
二
日
、

日
本
消
防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
慰
霊
祭
に
お
い
て
合
祀
さ
れ

て
い
る
御
霊
は
、
生
前
に
郷
土
愛

護
の
精
神
に
燃
え
、
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
身
を
挺
し
消
防
・
救
急
活

動
を
行
い
不
幸
に
も
殉
職
さ
れ
た

全
国
の
消
防
団
員
・
職
員
及
び
一

般
協
力
者
の
方
々
で
す
。

祭
壇
に
は
、
今
回
あ
ら
た
に
五

柱
の
御
霊
が
合
祀
さ
れ
、
あ
わ
せ

て
五
，
七
六
二
柱
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

式
典
に
は
当
県
か
ら
、
岸
谷
会

長
を
は
じ
め
ご
遺
族
二
名
が
参
列

し
、
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
秋
本
日

団
・
明
石
市
消
防
団
・
豊
岡
市
豊

岡
消
防
団
・
丹
波
篠
山
市
消
防

団
・
南
あ
わ
じ
市
消
防
団
・
播
磨

町
消
防
団
・
兵
庫
県
消
防
協
会

　
次
回
の
開
催
地
は
徳
島
県
徳
島

市
「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」
で
、

令
和
二
年
一
一
月
一
九
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
比
較
的
近
隣

で
の
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
兵

庫
県
か
ら
た
く
さ
ん
の
女
性
消
防

団
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

大
会
後
は
、
ホ
テ
ル
青
森
に
て

情
報
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国

の
女
性
消
防
団
員
が
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
度
の
大
会
は
、
遠
方
に
も

関
わ
ら
ず
兵
庫
県
か
ら
岸
谷
会
長

以
下
総
勢
五
三
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
神
戸
市
の
消
防
団
の

皆
さ
ん
が
会
場
外
の
Ｐ
Ｒ
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
て
活
動
内
容
の
展
示

を
さ
れ
、
全
国
の
女
性
消
防
団
員

の
皆
さ
ん
が
足
を
止
め
て
熱
心
に

閲
覧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
大
会
で
得
ら
れ

た
多
く
の
学
び
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
団

活
動
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
兵
庫
県
の

地
域
防
災
力
強
化
に

ご
助
力
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

兵
庫
県
か
ら
の
参

加
団
体
は
次
の
と
お

り
で
す
。

神
戸
市
東
灘
消
防

団
・
神
戸
市
灘
消
防

団
・
神
戸
市
北
消
防

団
・
神
戸
市
長
田
消

防
団
・
神
戸
市
垂
水

消
防
団
・
神
戸
市
中

央
消
防
団
・
姫
路
市

姫
路
東
消
防
団
・
姫

路
市
姫
路
西
消
防

団
・
姫
路
市
飾
磨
消

防
団
・
尼
崎
市
消
防

の
防
火
防
災
啓
発

劇
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
青
森
山
田
高

校
サ
ッ
カ
ー
部
監

督
の
黒
田
剛
氏
に

よ
り
「
自
ら
変
わ

ろ
う
と
す
る
強
い

思
い
が
、
人
生
を

変
え
る
！
勝
ち
続

け
る
組
織
を
作

る
！
」
と
題
し
て

記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
続
い
て
、

「
女
性
パ
ワ
ー
と

地
域
防
災
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
大
会
宣

言
と
次
回
開
催
地
で
あ
る
徳
島
県

へ
大
会
旗
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
、

閉
会
宣
言
の
後
に
、
大
会
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

第
二
五
回
全
国
女
性
消
防
団
員

活
性
化
青
森
大
会
が
、
令
和
元
年

九
月
一
九
日
（
木
）
に
マ
エ
ダ
ア

リ
ー
ナ
（
青
森
市
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

青
森
山
田
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
で
幕

を
開
け
た
本
大
会
は
、
大
会
旗
入

場
、
開
会
宣
言
、
国
歌
斉
唱
、
主

催
者
挨
拶
、
開
催
地
市
長
挨
拶
、

来
賓
祝
辞
と
進
行
し
、
続
い
て
先

進
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
四
団

体
の
活
動
事
例
発
表
と
、
三
団
体

突撃取材

（
公
財
）兵
庫
県
消
防
協
会
事
務
局

第
二
五
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
森
大
会
開
催
！

開会の様子

会場入口看板

会場舞台

100円ショップで揃う防災グッズ
【会場外にて展示】

PR展示【神戸市消防団】

本
消
防
協
会
長
の
式
辞
、
安
倍
内

閣
総
理
大
臣
、
高
市
総
務
大
臣
か

ら
の
追
悼
の
こ
と
ば
に
続
き
、
遺

族
代
表
に
よ
る
追
悼
の
こ
と
ば
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
参
列
者
が
故
人
の
冥

福
を
祈
り
献
花
を
行
い
、
江
戸
消

防
記
念
会
か
ら
鎮
魂
の
歌
（
木
遣

り
）
が
披
露
さ
れ
、
式
典
は
厳
か

に
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

第38回全国消防殉職者慰霊祭
（公財）兵庫県消防協会事務局

（公財）兵庫県消防協会事務局

第84期 初任教育 査閲
半年間の訓練成果を披露！
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令和元年　危険物安全週間標語

キャンペーンポスター

実
施
期
間

令
和
元
年
一
一
月
九
日
（
土
）

か
ら
一
一
月
一
五
日
（
金
）

目
的こ

の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

令
和
元
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語

『
ひ
と
つ
ず
つ
　

い
い
ね
！
で
確
認
　

火
の
用
心
』

消防活動基本訓練

卒業式

救助訓練

機器取扱訓練 県消防防災航空隊による救助訓練

火災対応訓練

神戸市消防音楽隊　演奏

【防災まちづくり大賞とは】
消防庁では、毎年６月の第２週を「危険物安全週間」とし、危険物の保
安に対する意識の高揚及び啓発を全国的に推進しています。この「危険物
安全週間」を推進し、危険物の保安に対する意識の高揚を図るため、「危
険物安全週間推進標語」を募集しています。

【募集締切】
令和元年１２月１９日（木）必着

【あて先】
（一財）全国危険物安全協会内　危険物安全週間推進協議事務局
〒105-0001　東京都港区虎ノ門2-9-16　日本消防会館５階
ＵＲＬ　http://www.zenkikyo.or.jp/
   　 (パソコン、スマホ、タブレット、携帯から応募可能です。)

消防庁予防課

秋季全国火災予防運動
の実施

消防庁

「令和２年度
危険物安全週間推進標語」の
募集について

重
点
目
標

㈠
　
住
宅
防
火
対
策
の
推
進 

㈡
　
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災

発
生
防
止
対
策
の
推
進 

㈢
　
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進 

㈣
　
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け

る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底 

㈤
　
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向

け
た
取
組
の
推
進 

㈥
　
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し

に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
等
の

徹
底 

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策
〜

三
つ
の
習
慣

○
　
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
　
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

○
　
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

四
つ
の
対
策

○ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

○ 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

○ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。
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令和元年　危険物安全週間標語

キャンペーンポスター

実
施
期
間

令
和
元
年
一
一
月
九
日
（
土
）

か
ら
一
一
月
一
五
日
（
金
）

目
的こ

の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

令
和
元
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語

『
ひ
と
つ
ず
つ
　

い
い
ね
！
で
確
認
　

火
の
用
心
』

消防活動基本訓練

卒業式

救助訓練

機器取扱訓練 県消防防災航空隊による救助訓練

火災対応訓練

神戸市消防音楽隊　演奏

【防災まちづくり大賞とは】
消防庁では、毎年６月の第２週を「危険物安全週間」とし、危険物の保
安に対する意識の高揚及び啓発を全国的に推進しています。この「危険物
安全週間」を推進し、危険物の保安に対する意識の高揚を図るため、「危
険物安全週間推進標語」を募集しています。

【募集締切】
令和元年１２月１９日（木）必着

【あて先】
（一財）全国危険物安全協会内　危険物安全週間推進協議事務局
〒105-0001　東京都港区虎ノ門2-9-16　日本消防会館５階
ＵＲＬ　http://www.zenkikyo.or.jp/
   　 (パソコン、スマホ、タブレット、携帯から応募可能です。)

消防庁予防課

秋季全国火災予防運動
の実施

消防庁

「令和２年度
危険物安全週間推進標語」の
募集について

重
点
目
標

㈠
　
住
宅
防
火
対
策
の
推
進 

㈡
　
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災

発
生
防
止
対
策
の
推
進 

㈢
　
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進 

㈣
　
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け

る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底 

㈤
　
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向

け
た
取
組
の
推
進 

㈥
　
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し

に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
等
の

徹
底 

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策
〜

三
つ
の
習
慣

○
　
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
　
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

○
　
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

四
つ
の
対
策

○ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

○ 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

○ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。
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気
者
で
す
。
子
供
た
ち
は
親
し
み

を
込
め
て
団
長
を
「
ス
ー
パ
ー
ス

タ
ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

団
長
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
必
ず
声

を
か
け
ま
す
。
だ
か
ら
、
団
長
の

周
り
に
は
、
い
つ
も
人
の
輪
が
で

き
ま
す
。
宴
会
で
は
お
盆
片
手
に

踊
り
だ
す
芸
達
者
で
愉
快
な
団
長

を
地
元
で
知
ら
な
い
人
は
い
ま
せ

ん
。消

防
団
で
は
、
団
長
は
「
器
具

愛
護
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
実
践
的
な

訓
練
で
団
員
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

自
身
も
営
業
用
の
白
の
ワ
ン
ボ
ッ

ク
ス
カ
ー
に
防
火
衣
、
長
靴
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
等
を
乗
せ
、
災
害
が
発

生
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
現
場
へ
直
行

し
、
現
場
活
動
の
陣
頭
指
揮
を

執
っ
て
い
ま
す
。
団
長
は
二
四
時

間
、
気
配
り
目
配
り
手
配
り
と
、

い
つ
で
も
ど
ん
な
災
害
に
も
対
応

す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
々
と
一
緒
に
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
行
い
な
が
ら
互

い
に
信
頼
関
係
を
築
き
、
消
防
団

長
と
し
て
団
員
と
共
に
地
域
を
守

る
長
谷
川
団
長
は
「
わ
れ
ら
が

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
☆
」
で
す
。

織
が
連
携
を
高
め
る
こ
と
に
重
点

を
置
き
、
自
治
会
の
防
災
訓
練
に

お
い
て
は
、
消
防
団
員
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う

団
員
の
能
力
向
上
に
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
発
足
し
た
加
西

市
消
防
団
あ
り
方
検
討
委
員
会
に

委
員
と
し
て
参
加
し
、
消
防
団
員

の
処
遇
改
善
、
定
数
の
適
正
化
、

消
防
団
員
の
装
備
及
び
資
機
材
の

充
実
等
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
意

見
を
述
べ
ら
れ
、
若
者
世
代
の
団

員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

団
員
が
誇
り
と
責
任
を
も
っ
て
活

動
で
き
る
た
め
に
、
新
た
な
方
向

性
を
打
ち
出
さ
れ
消
防
団
新
時
代

に
相
応
し
い
団
長
で
す
。

昨
今
、
新
入
団
員
の
確
保
が
困

難
と
な
る
一
方
、
消
防
団
の
重
要

性
は
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
災
害
の
無
い
安
全
安
心
な
加

西
市
に
す
る
た
め
に
、
地
域
防
災

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

「
消
防
団
新
時
代
へ
」

加
西
市
は
兵
庫
県
の
南
部
、
播

磨
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し

て
お
り
、
「
花
と
緑
の
ま
ち
、
加

西
」
に
ふ
さ
わ
し
い
観
光
ス
ポ
ッ

ト
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ま

た
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
鶉

野
町
周
辺
に
開
設
さ
れ
た
姫
路
海

軍
航
空
隊
（
昭
和
二
〇
年
閉
隊
）

の
一
，
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
の
滑

走
路
や
機
銃
座
や
防
空
壕
が
そ
の

ま
ま
残
っ
て
お
り
、
全
国
で
も
大

変
貴
重
な
遺
構
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
こ
の
鶉
野

で
組
み
立
て
ら
れ
、
試
験
飛
行
し

て
い
た
戦
闘
機
紫
電
改
を
実
物
大

模
型
と
し
て
再
現
し
、
平
和
学
習

に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

昭
和
四
二
年
四
月
一
日
に
、
加

西
市
の
誕
生
と
と
も
に
発
足
し
た

加
西
市
消
防
団
は
、
現
在
一
二
分

団
、
九
九
部
、
一
，
三
八
九
名
の

編
成
で
日
々
消
防
団
活
動
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

中
植
団
長
は
、
昭
和
六
〇
年
に

入
団
以
来
、
持
ち
前
の
行
動
力
と

統
制
力
が
認
め
ら
れ
、
分
団
長
、

副
団
長
を
歴
任
し
、
本
年
度
か
ら

第
一
一
代
団
長
と
し
て
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
就
任
後
は
そ
の
手
腕
を

遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
消
防
団
運

営
に
邁
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

団
長
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上

の
た
め
、
消
防
団
と
自
主
防
災
組

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

加
西
市
消
防
団　
　
　

中
植　

良
一

「
わ
れ
ら
が

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
☆
」」

姫
路
西
消
防
団
の
長
谷
川
団
長

は
、
明
る
く
気
さ
く
な
人
柄
で
、

通
称
「
ひ
げ
の
団
長
」
と
呼
ば
れ
、

い
く
つ
も
の
顔
を
持
つ
「
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
」
で
す
。

団
長
の
稼
業
は
「
お
豆
腐
屋
さ

ん
」
で
す
。
地
元
の
小
学
校
に
赴

き
、
豆
腐
作
り
を
小
学
生
に
体
験

さ
せ
「
生
き
る
力
」
を
育
む
食
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

団
長
は
「
子
供
は
日
本
国
の
宝

で
あ
る
」
の
言
葉
を
胸
に
、
長
年

に
わ
た
り
子
供
た
ち
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
教
え
た
り
、
ス
ク
ー
ル

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
見
守
り
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

長
谷
川
団
長
は
子
供
た
ち
の
人

 防災訓練で水消火器の指導を行いました！

高齢者施設へ
防火訪問しました！ 洲

本
市
消
防
団
に
最
初
の
女
性
消

防
団
員
が
入
団
し
て
五
年
。
現
在
は
、

団
員
数
七
名
（
令
和
元
年
一
〇
月
一

日
現
在
）
で
【Su

m
o
to

菜
の
花

A
n
g
els

】
（
愛
称
）
と
し
て
日
々

防
火
防
災
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
初
め
は
消
防
操
法
大
会

な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
的
な
活
動
ば
か
り

で
し
た
が
、
現
在
で
は
地
域
イ
ベ
ン

ト
に
消
防
団
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
防

火
啓
発
や
団
員
の
募
集
活
動
を
行
っ

た
り
、
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
を

し
た
り
、
車
両
に
よ
る
防
火
広
報
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
女
性
消
防
団
員
の
認
知

度
が
低
い
た
め
、
少
し
で
も
自
分
達

の
存
在
や
活
動
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、Faceb

o
o
k

に
よ
る
情

報
発
信
を
試
み
て
い
ま
す
。
お
時
間

の
あ
る
方
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

今
後
は
現
在
の
活
動
を
継
続
的
に

行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、 

保
育
園
や
小
学
校
の
小
さ
い
お
子
さ

ん
を
対
象
と
し
た
防
火
講
話
を
積
極

的
に
行
い
、
小
さ
い
頃
か
ら
消
防
団

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま

す
。市

の
花
で
あ
る
菜
の
花
が
春
に
な

る
と
畑
一
面
に
広
が
る
よ
う
に

S
u
m
o
to

菜
の
花A

n
g
e
ls

も
活

躍
の
場
を
広
げ
、
も
っ
と
皆
さ
ん
に

親
し
ん
で
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
!!

『
頑
張
っ
て
ま
す
！

　
　
　Su

m
oto

菜
の
花A

n
gels

』

洲
本
市
消
防
団

「Su
m
o
to

菜
の
花A

n
g
els

」

がんばってます、女性消防団員

姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

長
谷
川
一
信

加西市

姫路市

く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
団
の
状
況
を
見
渡
し
て

み
る
と
、
未
婚
率
が
高
く
、
団
だ

け
で
な
く
町
と
し
て
も
非
常
に
心

配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ

で
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
、
全
国

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
婚
活
イ

ベ
ン
ト
」
を
市
川
町
消
防
団
員
を

対
象
に
開
始
し
ま
し
た
。

男
性
の
参
加
者
は
消
防
団
員
、

女
性
参
加
者
は
町
内
・
町
外
問
わ

ず
広
く
募
集
し
、
こ
れ
ま
で
五
回

開
催
し
、
カ
ッ
プ
ル
成
立
は
二
〇

組
、
そ
の
う
ち
一
組
は
成
婚
さ
れ

ま
し
た
。

町
内
の
施
設
を
活
用
し
、

自
然
豊
か
な
市
川
町
で
団

員
に
出
会
い
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
、
縁
結
び
の
神

社
な
ど
を
利
用
し
た
り
、

ゲ
ー
ム
な
ど
の
催
し
を
通

し
て
、
男
女
の
交
流
を
図

り
今
後
も
、
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
団
に
は
、
責
任
あ

る
行
動
と
町
民
の
安
全
、

安
心
の
た
め
、
今
後
も
一

致
団
結
し
て
邁
進
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
婚
活

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
明
る
い

話
題
も
踏
ま
え
な
が
ら
人

口
減
少
対
策
・
団
員
確
保

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

〜
主
な
活
動
事
例
〜

消
防
操
法
大
会

消
火
活
動
の
基
礎
と
な
る
消

防
操
法
技
術
の
向
上
と
士
気
の

高
揚
を
図
り
、
有
効
適
切
な
消

防
活
動
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
を
と
し
、
消
防
人
と
し
て
よ

り
一
層
の
自
覚
と
連
携
を
高
め

る
た
め
、
毎
年
、
消
防
操
法
大

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

太
子
町
独
自
の
消
火
栓
操
法
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
会

消
防
職
員
の
指
導
に
よ
り
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
時
救

命
処
置
の
手
順
と
し
て
、
止
血
、

心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
に
つ
い
て
基
礎
か
ら
学
び
、

実
り
あ
る
講
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。

市
川
町
は
、
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
す
る
ハ
ー
ト
型
を
し
た

ま
ち
で
す
。
町
の
中
央
部
を
清
流

市
川
が
流
れ
、
そ
の
昔
、
船
渡
し

に
十
石
舟
が
往
来
し
た
穏
や
か
な

川
面
に
、
田
園
と
山
並
み
が
映
り

ま
す
。
「
羅
生
門
」
「
七
人
の

侍
」
な
ど
、
日
本
映
画
の
黄
金
期

を
築
く
と
と
も
に
、
世
界
的
に
も

認
め
ら
れ
て
い
る
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ

タ
ー
の
第
一
人
者
で
あ
る
故
橋
本

忍
氏
の
生
ま
れ
故
郷
で
も
あ
り
ま

す
。市

川
町
消
防
団
は
二
六
分
団
で

構
成
し
て
お
り
、
団
員
平
均
年
齢

は
三
二
・
五
〇
歳
と
県
下
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
、
若
者
の
活
気
が
あ
ふ

れ
る
消
防
団
で
す
。

市
川
町
消
防
団
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
火
災
出
動
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
出
初
式
、
幹
部
・
新
入

団
員
教
養
訓
練
、
毎
年
行
わ
れ
る

町
操
法
大
会
、
地
元
住
民
と
の
合

同
訓
練
、
水
防
訓
練
、
春
・
秋
の

火
災
予
防
啓
発
運
動
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
近
年
は
、
行
方
不
明
者
の

捜
索
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
歴
史
と
伝

統
を
培
う
太
子
町
は
、
兵
庫
県
の

南
西
部
、
播
磨
平
野
が
広
が
る
西

播
磨
の
一
角
に
あ
り
、
東
部
及
び

南
部
は
姫
路
市
と
北
部
及
び
西
部

は
た
つ
の
市
と
そ
れ
ぞ
れ
接
し
て

い
ま
す
。

太
子
町
消
防
団
の
歴
史
は
、
昭

和
九
年
旧
町
村
単
位
で
の
消
防
組

の
結
成
に
始
ま
り
、
昭
和
二
六
年

四
月
、
町
村
合
併
に
よ
り
太
子
町

消
防
団
が
発
足
し
ま
し
た
。
現
在

は
五
〇
分
団
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
五
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
三
三

台
、
四
二
六
名
の
団
員
で
組
織
さ

れ
、
日
夜
消
防
団
活
動
に
精
励
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
へ
の
加
入
促
進

及
び
昼
間
の
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
、
平
成
三
一
年
四
月
か
ら
企

業
連
携
消
防
団
を
編
成
し
、
八
名

の
団
員
が
入
団
し
ま
し
た
。

消
防
出
初
式

消
防
団
関
係
の
士
気
の
高
揚

と
、
地
域
住
民
へ
の
消
防
理
解

及
び
防
火
意
識
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
年
頭
に
消

防
出
初
式
を
挙
行
し
て
い
ま
す
。

P
i
c
k
 
U
p
!

『
市
川
町
消
防
団
婚
活
イ
ベ
ン
ト
』

市
川
町
消
防
団

『
更
な
る
消
防
力
向
上
を
目
指
し
て
』

太
子
町
消
防
団

牧田団長

林野火災訓練『山頂からの放水』

婚活イベントの様子

文化財防火訓練『一斉放水』

消防出初式『はしご乗り』

文
化
財
防
火
訓
練

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
行

事
の
一
環
と
し
て
、
文
化
的
建

造
物
を
対
象
と
し
た
消
火
訓
練

を
消
防
団
、
地
域
住
民
、
消
防

署
と
合
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
住
民
の
防
火
意

識
の
向
上
、
消
防
団
員
の
技
術

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化

財
愛
護
思
想
の
高
揚
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

操法大会『太子の伝統消火栓操法』

 

私
は
平
成
二
八
年
に
神
戸
常

盤
大
学
に
入
学
し
、
神
戸
市
長

田
区
で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
、

長
田
の
地
域
の
こ
と
を
知
り
た

い
と
思
い
、
入
学
と
同
時
に
神

戸
市
長
田
消
防
団
に
入
団
し
ま

し
た
。
消
防
団
は
消
火
訓
練
や

救
命
講
習
な
ど
非
常
時
の
知
識

を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
予
防
広

報
活
動
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の

方
々
と
交
流
で
き
る
こ
と
も
魅

力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
が
実
際
に
消
防
団
で
活
動

し
て
み
る
と
学
ぶ
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

広
報
活
動
と
し
て
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
際
に
「
長

田
救
命
体
操
」
を
披
露
し
ま
し

た
。
近
く
の
小
学
校
に
通
う
児

童
か
ら
大
人
の
方
ま
で
一
緒
に

体
操
し
、
楽
し
み
な
が
ら
命
を

救
う
大
切
さ
や
、
救
命
の
方
法

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
民
救
命
士
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
を
取
得

す
る
際
に
、
普
段
の
生
活
で
は

学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
専
門
的

な
知
識
を
神
戸
市
消
防
学
校
で

実
践
的
に
学
び
ま
し
た
。
今
で

は
こ
の
経
験
を
大
学
内
で
も
活

か
し
、
同
級
生
や
下
級
生
に
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
非
常
時
の
行

動
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
積
極
的
に

活
動
し
、
よ
り
深
い
知
識
や
技

能
を
身
に
着
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
の
夢
は
小

学
校
教
員
に
な
る
こ
と
で
、
私

が
将
来
教
壇
に
立
っ
た
時
、
消

防
団
で
の
活
動
経
験
を
活
か
し
、

命
の
大
切
さ
や
、
地
域
の
一
員

と
し
て
仲
間
を
救
う
必
要
性
を

伝
え
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

～学生消防団員として～

神戸市長田消防団　中村　駿介

われら
若手消防団員

林
野
火
災
訓
練

春
季
火
災
予
防
の
一
環
と
し

て
、
林
野
火
災
の
予
防
思
想
の

普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
広
範

囲
か
つ
長
時
間
の
活
動
が
懸
念

さ
れ
る
林
野
火
災
現
場
に
お
け

る
指
揮
統
制
の
確
立
、
防
御
技

術
の
向
上
及
び
災
害
時
の
連
携

強
化
と
消
防
署
、
消
防
団
と
の

協
力
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

普通救命講習『心肺蘇生法』
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気
者
で
す
。
子
供
た
ち
は
親
し
み

を
込
め
て
団
長
を
「
ス
ー
パ
ー
ス

タ
ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

団
長
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

困
っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
必
ず
声

を
か
け
ま
す
。
だ
か
ら
、
団
長
の

周
り
に
は
、
い
つ
も
人
の
輪
が
で

き
ま
す
。
宴
会
で
は
お
盆
片
手
に

踊
り
だ
す
芸
達
者
で
愉
快
な
団
長

を
地
元
で
知
ら
な
い
人
は
い
ま
せ

ん
。消

防
団
で
は
、
団
長
は
「
器
具

愛
護
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
実
践
的
な

訓
練
で
団
員
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

自
身
も
営
業
用
の
白
の
ワ
ン
ボ
ッ

ク
ス
カ
ー
に
防
火
衣
、
長
靴
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
等
を
乗
せ
、
災
害
が
発

生
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
現
場
へ
直
行

し
、
現
場
活
動
の
陣
頭
指
揮
を

執
っ
て
い
ま
す
。
団
長
は
二
四
時

間
、
気
配
り
目
配
り
手
配
り
と
、

い
つ
で
も
ど
ん
な
災
害
に
も
対
応

す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
々
と
一
緒
に
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
行
い
な
が
ら
互

い
に
信
頼
関
係
を
築
き
、
消
防
団

長
と
し
て
団
員
と
共
に
地
域
を
守

る
長
谷
川
団
長
は
「
わ
れ
ら
が

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
☆
」
で
す
。

織
が
連
携
を
高
め
る
こ
と
に
重
点

を
置
き
、
自
治
会
の
防
災
訓
練
に

お
い
て
は
、
消
防
団
員
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う

団
員
の
能
力
向
上
に
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
発
足
し
た
加
西

市
消
防
団
あ
り
方
検
討
委
員
会
に

委
員
と
し
て
参
加
し
、
消
防
団
員

の
処
遇
改
善
、
定
数
の
適
正
化
、

消
防
団
員
の
装
備
及
び
資
機
材
の

充
実
等
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
意

見
を
述
べ
ら
れ
、
若
者
世
代
の
団

員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

団
員
が
誇
り
と
責
任
を
も
っ
て
活

動
で
き
る
た
め
に
、
新
た
な
方
向

性
を
打
ち
出
さ
れ
消
防
団
新
時
代

に
相
応
し
い
団
長
で
す
。

昨
今
、
新
入
団
員
の
確
保
が
困

難
と
な
る
一
方
、
消
防
団
の
重
要

性
は
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
災
害
の
無
い
安
全
安
心
な
加

西
市
に
す
る
た
め
に
、
地
域
防
災

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

「
消
防
団
新
時
代
へ
」

加
西
市
は
兵
庫
県
の
南
部
、
播

磨
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し

て
お
り
、
「
花
と
緑
の
ま
ち
、
加

西
」
に
ふ
さ
わ
し
い
観
光
ス
ポ
ッ

ト
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ま

た
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
鶉

野
町
周
辺
に
開
設
さ
れ
た
姫
路
海

軍
航
空
隊
（
昭
和
二
〇
年
閉
隊
）

の
一
，
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
の
滑

走
路
や
機
銃
座
や
防
空
壕
が
そ
の

ま
ま
残
っ
て
お
り
、
全
国
で
も
大

変
貴
重
な
遺
構
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
こ
の
鶉
野

で
組
み
立
て
ら
れ
、
試
験
飛
行
し

て
い
た
戦
闘
機
紫
電
改
を
実
物
大

模
型
と
し
て
再
現
し
、
平
和
学
習

に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

昭
和
四
二
年
四
月
一
日
に
、
加

西
市
の
誕
生
と
と
も
に
発
足
し
た

加
西
市
消
防
団
は
、
現
在
一
二
分

団
、
九
九
部
、
一
，
三
八
九
名
の

編
成
で
日
々
消
防
団
活
動
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。

中
植
団
長
は
、
昭
和
六
〇
年
に

入
団
以
来
、
持
ち
前
の
行
動
力
と

統
制
力
が
認
め
ら
れ
、
分
団
長
、

副
団
長
を
歴
任
し
、
本
年
度
か
ら

第
一
一
代
団
長
と
し
て
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
就
任
後
は
そ
の
手
腕
を

遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
消
防
団
運

営
に
邁
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

団
長
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上

の
た
め
、
消
防
団
と
自
主
防
災
組

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

加
西
市
消
防
団　
　
　

中
植　

良
一

「
わ
れ
ら
が

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
☆
」」

姫
路
西
消
防
団
の
長
谷
川
団
長

は
、
明
る
く
気
さ
く
な
人
柄
で
、

通
称
「
ひ
げ
の
団
長
」
と
呼
ば
れ
、

い
く
つ
も
の
顔
を
持
つ
「
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
」
で
す
。

団
長
の
稼
業
は
「
お
豆
腐
屋
さ

ん
」
で
す
。
地
元
の
小
学
校
に
赴

き
、
豆
腐
作
り
を
小
学
生
に
体
験

さ
せ
「
生
き
る
力
」
を
育
む
食
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

団
長
は
「
子
供
は
日
本
国
の
宝

で
あ
る
」
の
言
葉
を
胸
に
、
長
年

に
わ
た
り
子
供
た
ち
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
教
え
た
り
、
ス
ク
ー
ル

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
見
守
り
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

長
谷
川
団
長
は
子
供
た
ち
の
人

 防災訓練で水消火器の指導を行いました！

高齢者施設へ
防火訪問しました！ 洲

本
市
消
防
団
に
最
初
の
女
性
消

防
団
員
が
入
団
し
て
五
年
。
現
在
は
、

団
員
数
七
名
（
令
和
元
年
一
〇
月
一

日
現
在
）
で
【Su

m
o
to

菜
の
花

A
n
g
els

】
（
愛
称
）
と
し
て
日
々

防
火
防
災
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
初
め
は
消
防
操
法
大
会

な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
的
な
活
動
ば
か
り

で
し
た
が
、
現
在
で
は
地
域
イ
ベ
ン

ト
に
消
防
団
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
防

火
啓
発
や
団
員
の
募
集
活
動
を
行
っ

た
り
、
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
を

し
た
り
、
車
両
に
よ
る
防
火
広
報
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
女
性
消
防
団
員
の
認
知

度
が
低
い
た
め
、
少
し
で
も
自
分
達

の
存
在
や
活
動
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、Faceb

o
o
k

に
よ
る
情

報
発
信
を
試
み
て
い
ま
す
。
お
時
間

の
あ
る
方
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

今
後
は
現
在
の
活
動
を
継
続
的
に

行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、 

保
育
園
や
小
学
校
の
小
さ
い
お
子
さ

ん
を
対
象
と
し
た
防
火
講
話
を
積
極

的
に
行
い
、
小
さ
い
頃
か
ら
消
防
団

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま

す
。市

の
花
で
あ
る
菜
の
花
が
春
に
な

る
と
畑
一
面
に
広
が
る
よ
う
に

S
u
m
o
to

菜
の
花A

n
g
e
ls

も
活

躍
の
場
を
広
げ
、
も
っ
と
皆
さ
ん
に

親
し
ん
で
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
!!

『
頑
張
っ
て
ま
す
！

　
　
　Su

m
oto

菜
の
花A

n
gels

』

洲
本
市
消
防
団

「Su
m
o
to

菜
の
花A

n
g
els

」

がんばってます、女性消防団員

姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

長
谷
川
一
信

加西市

姫路市

く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
団
の
状
況
を
見
渡
し
て

み
る
と
、
未
婚
率
が
高
く
、
団
だ

け
で
な
く
町
と
し
て
も
非
常
に
心

配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ

で
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
、
全
国

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
婚
活
イ

ベ
ン
ト
」
を
市
川
町
消
防
団
員
を

対
象
に
開
始
し
ま
し
た
。

男
性
の
参
加
者
は
消
防
団
員
、

女
性
参
加
者
は
町
内
・
町
外
問
わ

ず
広
く
募
集
し
、
こ
れ
ま
で
五
回

開
催
し
、
カ
ッ
プ
ル
成
立
は
二
〇

組
、
そ
の
う
ち
一
組
は
成
婚
さ
れ

ま
し
た
。

町
内
の
施
設
を
活
用
し
、

自
然
豊
か
な
市
川
町
で
団

員
に
出
会
い
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
、
縁
結
び
の
神

社
な
ど
を
利
用
し
た
り
、

ゲ
ー
ム
な
ど
の
催
し
を
通

し
て
、
男
女
の
交
流
を
図

り
今
後
も
、
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
団
に
は
、
責
任
あ

る
行
動
と
町
民
の
安
全
、

安
心
の
た
め
、
今
後
も
一

致
団
結
し
て
邁
進
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
婚
活

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
明
る
い

話
題
も
踏
ま
え
な
が
ら
人

口
減
少
対
策
・
団
員
確
保

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

〜
主
な
活
動
事
例
〜

消
防
操
法
大
会

消
火
活
動
の
基
礎
と
な
る
消

防
操
法
技
術
の
向
上
と
士
気
の

高
揚
を
図
り
、
有
効
適
切
な
消

防
活
動
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
を
と
し
、
消
防
人
と
し
て
よ

り
一
層
の
自
覚
と
連
携
を
高
め

る
た
め
、
毎
年
、
消
防
操
法
大

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

太
子
町
独
自
の
消
火
栓
操
法
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
会

消
防
職
員
の
指
導
に
よ
り
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
時
救

命
処
置
の
手
順
と
し
て
、
止
血
、

心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
に
つ
い
て
基
礎
か
ら
学
び
、

実
り
あ
る
講
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。

市
川
町
は
、
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
す
る
ハ
ー
ト
型
を
し
た

ま
ち
で
す
。
町
の
中
央
部
を
清
流

市
川
が
流
れ
、
そ
の
昔
、
船
渡
し

に
十
石
舟
が
往
来
し
た
穏
や
か
な

川
面
に
、
田
園
と
山
並
み
が
映
り

ま
す
。
「
羅
生
門
」
「
七
人
の

侍
」
な
ど
、
日
本
映
画
の
黄
金
期

を
築
く
と
と
も
に
、
世
界
的
に
も

認
め
ら
れ
て
い
る
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ

タ
ー
の
第
一
人
者
で
あ
る
故
橋
本

忍
氏
の
生
ま
れ
故
郷
で
も
あ
り
ま

す
。市

川
町
消
防
団
は
二
六
分
団
で

構
成
し
て
お
り
、
団
員
平
均
年
齢

は
三
二
・
五
〇
歳
と
県
下
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
、
若
者
の
活
気
が
あ
ふ

れ
る
消
防
団
で
す
。

市
川
町
消
防
団
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
火
災
出
動
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
出
初
式
、
幹
部
・
新
入

団
員
教
養
訓
練
、
毎
年
行
わ
れ
る

町
操
法
大
会
、
地
元
住
民
と
の
合

同
訓
練
、
水
防
訓
練
、
春
・
秋
の

火
災
予
防
啓
発
運
動
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
近
年
は
、
行
方
不
明
者
の

捜
索
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
歴
史
と
伝

統
を
培
う
太
子
町
は
、
兵
庫
県
の

南
西
部
、
播
磨
平
野
が
広
が
る
西

播
磨
の
一
角
に
あ
り
、
東
部
及
び

南
部
は
姫
路
市
と
北
部
及
び
西
部

は
た
つ
の
市
と
そ
れ
ぞ
れ
接
し
て

い
ま
す
。

太
子
町
消
防
団
の
歴
史
は
、
昭

和
九
年
旧
町
村
単
位
で
の
消
防
組

の
結
成
に
始
ま
り
、
昭
和
二
六
年

四
月
、
町
村
合
併
に
よ
り
太
子
町

消
防
団
が
発
足
し
ま
し
た
。
現
在

は
五
〇
分
団
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
五
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
三
三

台
、
四
二
六
名
の
団
員
で
組
織
さ

れ
、
日
夜
消
防
団
活
動
に
精
励
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
へ
の
加
入
促
進

及
び
昼
間
の
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
、
平
成
三
一
年
四
月
か
ら
企

業
連
携
消
防
団
を
編
成
し
、
八
名

の
団
員
が
入
団
し
ま
し
た
。

消
防
出
初
式

消
防
団
関
係
の
士
気
の
高
揚

と
、
地
域
住
民
へ
の
消
防
理
解

及
び
防
火
意
識
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
年
頭
に
消

防
出
初
式
を
挙
行
し
て
い
ま
す
。

P
i
c
k
 
U
p
!

『
市
川
町
消
防
団
婚
活
イ
ベ
ン
ト
』

市
川
町
消
防
団

『
更
な
る
消
防
力
向
上
を
目
指
し
て
』

太
子
町
消
防
団

牧田団長

林野火災訓練『山頂からの放水』

婚活イベントの様子

文化財防火訓練『一斉放水』

消防出初式『はしご乗り』

文
化
財
防
火
訓
練

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
行

事
の
一
環
と
し
て
、
文
化
的
建

造
物
を
対
象
と
し
た
消
火
訓
練

を
消
防
団
、
地
域
住
民
、
消
防

署
と
合
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
住
民
の
防
火
意

識
の
向
上
、
消
防
団
員
の
技
術

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化

財
愛
護
思
想
の
高
揚
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

操法大会『太子の伝統消火栓操法』

 

私
は
平
成
二
八
年
に
神
戸
常

盤
大
学
に
入
学
し
、
神
戸
市
長

田
区
で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
、

長
田
の
地
域
の
こ
と
を
知
り
た

い
と
思
い
、
入
学
と
同
時
に
神

戸
市
長
田
消
防
団
に
入
団
し
ま

し
た
。
消
防
団
は
消
火
訓
練
や

救
命
講
習
な
ど
非
常
時
の
知
識

を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
予
防
広

報
活
動
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の

方
々
と
交
流
で
き
る
こ
と
も
魅

力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
が
実
際
に
消
防
団
で
活
動

し
て
み
る
と
学
ぶ
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

広
報
活
動
と
し
て
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
際
に
「
長

田
救
命
体
操
」
を
披
露
し
ま
し

た
。
近
く
の
小
学
校
に
通
う
児

童
か
ら
大
人
の
方
ま
で
一
緒
に

体
操
し
、
楽
し
み
な
が
ら
命
を

救
う
大
切
さ
や
、
救
命
の
方
法

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
民
救
命
士
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
を
取
得

す
る
際
に
、
普
段
の
生
活
で
は

学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
専
門
的

な
知
識
を
神
戸
市
消
防
学
校
で

実
践
的
に
学
び
ま
し
た
。
今
で

は
こ
の
経
験
を
大
学
内
で
も
活

か
し
、
同
級
生
や
下
級
生
に
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
非
常
時
の
行

動
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
積
極
的
に

活
動
し
、
よ
り
深
い
知
識
や
技

能
を
身
に
着
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
の
夢
は
小

学
校
教
員
に
な
る
こ
と
で
、
私

が
将
来
教
壇
に
立
っ
た
時
、
消

防
団
で
の
活
動
経
験
を
活
か
し
、

命
の
大
切
さ
や
、
地
域
の
一
員

と
し
て
仲
間
を
救
う
必
要
性
を

伝
え
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

～学生消防団員として～

神戸市長田消防団　中村　駿介

われら
若手消防団員

林
野
火
災
訓
練

春
季
火
災
予
防
の
一
環
と
し

て
、
林
野
火
災
の
予
防
思
想
の

普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
広
範

囲
か
つ
長
時
間
の
活
動
が
懸
念

さ
れ
る
林
野
火
災
現
場
に
お
け

る
指
揮
統
制
の
確
立
、
防
御
技

術
の
向
上
及
び
災
害
時
の
連
携

強
化
と
消
防
署
、
消
防
団
と
の

協
力
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

普通救命講習『心肺蘇生法』
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地
域

お
知
ら
せ

の

○
精
勤
章
 

四
二
一
名

○
夫
婦
団
員
の
賞
 

五
組

兵
庫
県
消
防
協
会
会
長
感
謝

○
家
族
の
賞
（
三
〇
年
以
上
）

 

九
二
名

○
家
族
の
賞
（
四
〇
年
以
上
）

 

一
八
名

○
家
族
の
賞
（
五
〇
年
以
上
）

　
 

　
二
名

○
永
年
勤
続
賞
　
 

　
二
名

令
和
元
年
一
一
月
三
日
（
日
）

県
立
丹
波
の
森
公
苑
に
お
い
て
、

ひ
ょ
う
ご
消
防
の
つ
ど
い
二
〇
一

九
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
兵
庫
県
下
の

消
防
本
部
・
消
防
団
の
幹
部
等
が

共
に
集
い
、
永
年
に
わ
た
り
消
防

業
務
に
従
事
し
て
き
た
消
防
職

員
・
消
防
団
員
の
功
績
を
讃
え
た

表
彰
を
行
う
と
と
も
に
、
幹
部
の

研
修
を
行
い
、
士
気
の
高
揚
と
知

識
・
技
術
の
研
鑽
を
深
め
る
こ
と

を
通
じ
て
消
防
人
の
強
固
な
団
結

と
消
防
機
関
の
連
携
体
制
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

本
年
度
の
第
一
部
は
、
大
阪
市

立
大
学
大
学
院
教
授
の
永
田
潤
子

氏
を
講
師
に
迎
え
て
「
海
で
学
ん

だ
日
々
の
習
慣
〜
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
・
人
間
力
〜
」
と
題
し
、
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
リ
ー

ダ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
、

良
い
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
知
事
表
彰
及
び

県
協
会
長
表
彰
の
授
与
を
行
い
ま

し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
表
彰
の
栄
に

輝
い
た
団
体
・
個
人
は
次
の
と
お

り
で
す
。
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
農
村
歌
舞
伎
舞
台
】

八
四
〇
年
頃
に
復
興
さ
れ
た
と

さ
れ
る
下
谷
上
地
区
の
天
彦
根
神

社
境
内
に
あ
る
、
国
指
定
民
族
文

化
財
の
農
村
歌
舞
伎
舞
台
は
、
回

り
舞
台
や
せ
り
上
げ
吊
り
舞
台
、

花
道
の
ど
ん
で
ん
返
し
な
ど
様
々

な
機
構
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

上
谷
上
地
区
の
天
満
神
社
境
内
に

も
農
村
歌
舞
伎
舞
台
が
あ
り
、
四

つ
の
床
几
を
田
の
字
に
合
わ
せ
、

表
裏
に
飾
っ
た
背
景
を
回
転
さ
せ

て
回
り
舞
台
と
す
る
「
床
几
回

し
」
と
い
う
珍
し
い
舞
台
が
あ
り

ま
す
。

他
の
地
区
に
も
二
箇
所
の
舞
台

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
四
年
に
一
回

程
度
順
に
上
演
さ
れ
ま
す
が
、
珍

し
い
こ
と
と
見
応
え
も
あ
る
こ
と

か
ら
人
気
が
高
く
、
遠
方
か
ら
沢

山
の
方
が
お
越
し
に
な
ら
れ
ま
す
。

舞
台
の
上
演
時
に
は
、
準
備
も

含
め
消
防
団
員
や
地
元
の
住
民
が

協
力
し
、
舞
台
を
回
す
な
ど
裏
方

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
の
は
ほ
ん
の

一
部
で
す
が
、
山
田
町
に
は
ま
だ

ま
だ
沢
山
の
伝
統
神
事
や
芸
能
、

文
化
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
で
暮
ら
す
者
と
し
て

各
種
伝
統
行
事
に
参
加
し
、
自
然

に
地
域
と
共
に
生
き
て
い
る
こ
と

に
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

神
戸
に
お
越
し
の
際
は
、
北
区

山
田
町
に
も
是
非
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

神
戸
市
北
区
山
田
町
は
、
六
甲

山
系
と
丹
生
山
系
に
挟
ま
れ
た
谷

筋
に
開
け
た
地
域
で
、
そ
の
昔
、

山
陽
道
の
裏
街
道
と
し
て
利
用
さ

れ
た
た
め
、
都
の
文
化
が
早
く
か

ら
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
や
地
下
鉄
、
高
速
道
路
の

整
備
、
ま
た
、
昭
和
四
十
年
代
か

ら
進
む
宅
地
開
発
に
よ
り
、
古
い

町
と
新
し
い
町
が
融
合
す
る
地
域

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
も
盛

ん
で
、
酒
米
の
「
山
田
錦
」
や
切

り
花
用
の
「
菊
」
は
全
国
的
に
も

有
名
で
す
。

【
六
條
八
幡
宮
の
神
幸
祭
】

毎
年
九
月
の
第
三
日
曜
に
山
田

町
の
総
鎮
守
社
「
六
條
八
幡
宮
」

に
お
い
て
、
地
域
の
災
い
を
祓
い
、

五
穀
豊
穣
と
地
域
の
安
寧
を
願
っ

て
山
田
町
十
三
地

区
が
持
ち
回
り
で

神
輿
を
担
ぐ
「
神

幸
祭
」
が
斎
行
さ

れ
、
山
田
地
区
の

消
防
団
員
を
中
心

と
し
た
若
者
約
六

〇
名
が
華
麗
に
神

輿
を
担
ぎ
ま
す
。

こ
の
六
條
八
幡

宮
に
は
三
重
塔
が

あ
り
ま
す
が
、
国

の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、

室
町
期
の
優
雅
な

姿
を
現
在
に
伝
え

て
い
ま
す
。

淡
路
市
は
、
淡
路
島
北
部
に
位

置
し
、
人
口
は
約
四
四
，
〇
〇
〇

人
で
す
。
本
市
は
、
二
〇
〇
五
年

四
月
に
岩
屋
・
東
浦
・
津
名
・
北

淡
・
一
宮
の
五
地
区
よ
り
合
併
し

誕
生
し
ま
し
た
。
五
地
区
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
り
、
そ
の
内

容
を
み
な
さ
ま
へ
発
信
い
た
し
ま

す
。

●
市
の
玄
関
口
で
あ
る
ま
ち
│
│

岩
屋
地
区

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
の
が

岩
屋
地
区
。
勝
海
舟
が
築
港
し
た

「
徳
島
藩
松
帆
台
場
跡
」
が
発
掘

さ
れ
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と

は
、
今
も
変
わ
り
な
く
、
大
阪
湾

海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
や
江
崎
灯
台

が
海
上
交
通
の
安
全
を
守
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
淡
路
S
A
は
「
ハ
イ

ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
」
と
呼
ば
れ
、

行
き
交
う
人
々
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
淡
路
島
の
代
表

的
な
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
、

観
覧
車
が
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
六
條
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
神
事
】

毎
年
十
月
の
第
二
日
曜
日
に
は
、

武
神
を
祀
る
と
さ
れ
て
い
る
六
條

八
幡
宮
な
ら
で
は
の
流
鏑
馬
神
事

が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
も
神
幸
祭
と
同
様
、
地
域

の
安
寧
や
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
、

地
域
内
に
あ
る
大
歳
神
社
、
七
社

神
社
及
び
六
條
八
幡
宮
に
て
例
祭

を
行
っ
た
後
、
七
社
神
社
及
び
六

條
八
幡
宮
に
て
流
鏑
馬
神
事
を
行

い
ま
す
。

特
に
六
條
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
神

事
は
圧
巻
で
、
馬
を
駆
け
さ
せ
弓

を
引
き
、
矢
で
的
を
射
抜
く
と
、

的
の
杉
板
が
飛
び
散
り
ま
す
。
見

物
客
か
ら
は
拍
手
と
歓
声
が
上
が

り
ま
す
。

こ
の
流
鏑
馬
神
事
は
、
平
成
九

年
に
神
戸
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

淡路島の近代景勝地「淡路SA」からの夜景

色・形・香り多彩なお香

神
戸
市
北
区
山
田
町
の
伝
統
文
化

い
つ
か
き
っ
と
帰
り
た
く
な
る
ま
ち

淡
路
市

神
戸
市
北
区

編
集
後
記

●
交
通
ア
ク
セ
ス
の
便
利
が
い
い

ま
ち
│
│
東
浦
地
区

花
の
生
産
が
盛
ん
な
地
区
で
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
生
産
は
県
下

一
で
す
。

ま
た
、
京
阪
神
か
ら
の
公
共
交

通
機
関
で
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、

東
浦
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
の
国

道
二
八
号
付
近
は
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

飲
食
店
・
病
院
な
ど
が
立
ち
並
び
、

生
活
を
す
る
の
に
便
利
な
ま
ち
で

す
。

●
伝
統
文
化
を
今
も
な
お
継
承
す

る
ま
ち
│
│
津
名
地
区

淡
路
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る

津
名
地
区
は
、
古
く
か
ら
大
阪
と

の
通
船
や
文
化
交
流
が
盛
ん
な
地

域
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
全
国
的

に
有
名
な
茶
道
・
裏
千
家
の
十
二

代
目
が
拠
点
を
置
い
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
人
々
の
生
活
に
は
、
今
も

な
お
、
茶
道
が
深
く
根
付
い
て
お

り
、
新
年
に
は
初
釡
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
文
化
的
な
暮
ら
し
を
今
に

継
承
す
る
地
区
で
す
。

●
歴
史
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
ま

ち
│
│
北
淡
地
区

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
地
表
に

表
れ
た
野
島
断
層
（
国
の
天
然
記

念
物
）
を
展
示
す
る
北
淡
震
災
記

念
公
園
が
あ
り
、
日
本
最
大
級
と

い
わ
れ
る
鉄
器
工
房
跡
「
五
斗
長

垣
内
遺
跡
」
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

歴
史
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
地
区

で
、
桓
武
天
皇
と
早
良
新
王
の
崇

り
を
鎮
め
る
た
め
建
立
し
た
常
隆

寺
や
巨
石
信
仰
と
関
わ
り
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
女
人
禁
制
の
石
上

神
社
が
鎮
座
し
ま
す
。

●
地
場
産
業
の
盛
ん
な
ま
ち
│
│

一
宮
地
区

日
本
の
国
は
こ
こ
か
ら
は
じ

ま
っ
た
…
国
生
み
の
神
話
発
祥
、

淡
路
一
宮
の
地
で
す
。
伊
勢
神
宮

天
照
大
神
を
お
生
み
に
な
ら
れ
た

伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
二
柱
の
神
様

を
お
祀
り
し
て
い
る
日
本
最
古
の

社
「
伊
弉
諾
神
宮
」
が
鎮
座
し
ま

す
。ま

た
、
地
場
産
業
で
は
、
線
香

産
業
が
盛
ん
な
地
区
で
、
国
内
生

産
量
の
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
生

産
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の

見
ど
こ
ろ
が
あ
る
淡
路
市
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

朝
夕
冷
え
込
む
よ
う
に

な
り
、
冬
は
も
う
目
の
前

で
す
が
、
皆
様
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
月
号
で
は
一
面
に
、

ひ
ょ
う
ご
消
防
の
つ
ど
い

二
〇
一
九
の
記
事
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
当
日
は

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
充
実
し
た
式
典
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
に

あ
た
っ
て
は
丹
波
地
区
の

皆
様
を
は
じ
め
、
た
く
さ

ん
の
方
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
二
面
に
は
、
全
国

女
性
消
防
団
員
活
性
化
青

森
大
会
の
記
事
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
空

気
が
乾
燥
し
、
ま
た
、
暖

房
器
具
を
使
う
機
会
が
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、
火
災

が
非
常
に
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
、
火
の
取
扱
い

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

農村歌舞伎

流鏑馬神事

○
消
防
協
力
者
賞

　
尼
崎
市
 

水
田
　
信
繁

兵
庫
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

○
表
彰
旗

　
た
つ
の
市
消
防
団

○
優
良
竿
頭
綬

　
神
戸
市
西
消
防
団

　
姫
路
市
飾
磨
消
防
団

　
朝
来
市
消
防
団

○
功
績
章
 

一
三
二
名

○
精
績
章
 

二
一
三
名

○
勤
続
章
 

五
六
九
名

○
随
時
表
彰

　
個
人

　
　
尼
崎
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　
　
連
絡
協
議
会

　
　
副
会
長
　
 
杉
山
　
豊
子

　
団
体
 

宝
塚
大
劇
場

知
事
感
謝
状

○
永
年
勤
続
功
労
者
賞
 
五
名

○
家
族
の
賞

　
消
防
吏
員
 

一
〇
三
名

　
消
防
団
員
 

四
五
一
名

○
親
子
二
代
の
賞
 

四
六
組

兵
庫
県
知
事
表
彰

○
表
彰
旗

　
神
戸
市
須
磨
消
防
団

○
竿
頭
綬

　
芦
屋
市
消
防
団

　
豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

　
加
古
川
市
消
防
本
部

○
功
労
章

　
消
防
吏
員
 

八
六
名

　
消
防
団
員
 

四
六
名

○
永
年
勤
続
功
労
章

　
消
防
吏
員
 

一
一
四
名

　
消
防
団
員
 

二
八
三
名

長岡兵庫県下消防長会会長　祝辞

長岡兵庫県議会議長　祝辞

大西秀師氏　代表謝辞

金澤兵庫県副知事　式辞

谷口丹波市長　あいさつ

岸谷会長　あいさつ

永田潤子氏　講演 市の花　カーネーション

ひょうご消防のつどい2019

ひ
ょ
う
ご
消
防
の
つ
ど
い

二
〇
一
九
の
開
催

ひ
ょ
う
ご
消
防
の
つ
ど
い

二
〇
一
九
の
開
催

消
防
団・消
防
本
部
の
幹
部
等
約
六
〇
〇
名
が
丹
波
市
に
集
合
！

　

や
ぶ
さ
め

し
ょ
う
ぎ

い
ざ
な
ぎ

い
ざ
な
み

ご
っ
さ

か
い
と
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